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淡水生軟体動物は，地理的に隔離された湖，池，沼，河川， 水聞などの陸水環境を生活の場

としている.日本列島は，大きな湖，河川はなく陸水の占める割合は0_7%にすぎない.しか

し，日本産の淡水生貝類は13科に属する約110種で，同じ島国のイギ リスと比較しても豊富な種

類組成となっている.これらの貝類は，大きく見ると大陸系種(南方系および北方系を含む)， 

固有種，移入種からなっている.大陸系種は，過去の大陸配置，水系の連続 ・分断， 古気候な

どの条件下で分布域を広げ日本列島に定着したものである.固有種は， 地理的に隔離された水

系で種分化が起こり，誕生したものである.移入種は，本来日本には分布していない種類が人

為的に運ばれて繁殖しているものである.

日本列島の淡水生軟体動物の中生代か ら新生代にわた っての発達史については，Suzuki 

(1949)の他にはまとま ったものはなかった.そこで，最近の知見を加えて新生代の淡水生軟

体動物の変遷について概略を述べてみることにする.

現代型の非海生貝類(汽水生貝類を含む)は，中生代三畳紀ないしジュラ紀に出現し始める

が，中生代の末に多くの生物が絶滅するように非海生貝類でも科レヘル(たとえば、

Trigonioididaeや Pachycardiidae)の絶滅がおこ っている.新生代のはじめには，現在につな

がる多くの属が出現し，新旧の交代が起こっている.

日本の古第三系は，狭い範囲に分布が限られ，大部分は白亜系をともなっている.この時代

の日本は，大陸の縁辺部に位置しており，広大な水域を有するような水系は発達しなかった.

日本の始新世ーからの淡水貝類化石は，北九州の高島層群などから 5穫 (Bellamyasp.， Anodonta 

sp.， Cristm句 sp.，Jnveηidens sp.， Unio sp.)が知られるが，正式な分類学的研究は行われてい

ない.汽水生貝類化石は，熱帯一亜熱帯に分布する Faunus，Batissa， Cyrenobatissa， Lentidium 

属に含まれるイ ンド一太平洋要素を含んでいる.これらを含めて， Suzuki (1941)は，大牟凹

非海生動物群と呼んだ.東アジア大陸の始新統からの淡水生貝類化石は，中国広西省邑宇組

(Yongning Formation)と那渓組(Nadou Formation)，ソビエ 卜沿海州のウグロス層 (Uglov

Svita) ，ザイサン盆地のツランジン層 (TulanginSvita)などから知られている (Yen，1943 : 

Huang， 1964 : Venus et al.， 1980 : Popova， 1981).これらの淡水生貝類化石の属構成は，東ア

ジア地域，アフリカー中園地域に現在分布する属が主体をなし，絶滅属を含んでいる.これら
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のうち，ウグロス帽の貝類群集には高島層1洋との共通属が見られる.極レベルでは，各地とも

共通臨は見られず，各湖盆で独自に分化した種類から成っていたと考えられる.

i!f!再来Ir-t並前JtrJには，北海道の石狩層群，浦幌層群から日本の古第三紀を代表する淡水生H類化

石 (Leρidodesmasettemtrionale. Cristaria sωai. Unio uηuensis. Ma1'ga1it扮ratel'dahu1'ica， 

Lanceolaria tiscifo1'/nis. Hyriotsis mabutii. A nodonta subja，ρanensis， A. subjatanensis yo・

koyamai， Jnvel'sidens ishikarianα， Bellamya uηensis， B. mabutii， Citangotaludiηa ishiflarien-

sis， C. soratiensis， C. jimboi， Sernisulcostim fiscina， s.β;scina yo!wyarnai)が知られている
(uyama et al.， 1960).これらの化石は，淡水生ないし汽水生のシジミガイ属 (C01'bicula)な

どに所属する数種を伴っており，それらをまとめて石狩非海生軟体動物群と呼ぶことにする.

この動物群の属構成は，現在の生物地理区ではアムール一 日本亜区と中国亜区に見られるもの

である.中国車区にのみ見られるチヂミドプガイ属 (Letidodesrna)以外は，今の日本に生息す

る淡水生貝類の属と共通している.この時期のチヂミドブガイ属は，サハリンのドゥエ (Due

Formation)からも報告されており (Suzuki，1943)，中国要素が北に広がっていたことを示し

ている.汽水生貝類では，Geloina， Vitt01ita， Cyrenobatissa， Batiおa属が知られており，イン

ド一太平洋地域に見られる種類を含んでいる.一方，北九州では大辻層群などから芦屋非村正生

動物群 (Suzuki，1941)の構成種であるAnodoηtasp.， A. ? sp.， C1'1:staria sp.， Batissa mirabilis 

が知られている.属構成の而からは， 2つの動物群は区別できず，北海道から九州|にかけての

地域は同ーの生物地理区内にあったように見える.現在の北海道と九州の淡水生貝類の構成種

の差より小さかったかもしれない.

常磐地域の白水層群から報告された Anodonta subjatanensis yo!wyamaiは，漸菊TiH:後期に石

狩非海生動物群の一部が存続していたことを示している.

中国河北省の沙河街組 (ShaheijieFormation)と東菅組 (DongyingFormation)からは，

Tia町的oゆira，Vivψarus， Bahaistira， Cangetia， Tulotomoides， Stenothym. A ngulyagra， 

Valvata. Pseudostenothyraなど腹足類を俊市種とする群集が報告されており (石油化学工業勘

探開発規女|川f究院・中国科学院南京地質古生物研究所， 1978)， 円本の動物群とは大き くi主った

構成となっている.しかし，ボー リング資料とい う性格から二枚貝類のこと はわからず一層進

いを大きくしているのかもしれない.ソビエ 卜のザイサン金地からは，M argaritifera， Unionea， 

Limnoscat加， 的I1"lOρsis，NodulariιC倒的ria，A nodont，α， Rhombuniotsis， Crassiana， Vivψar. 
usが報告され (Venuset al.， 1980)， 円本と共通する属も 多く含まれている.

以上古第三紀を通して見ると， 気候は全体的に温暖であり，熱，~背一亜熱帯環境下にあ っ たと

言えそうである.始新世には，淡水生貝類でも東南アジアから中園地域に見られる属が目立っ

ている . このことは，ア ジア高原盟区か らアムール一日本亜区には，東南ア ジアから I~J 国要素

が広〈分布し，かっその中心分布域が緯度的に北に位置していたと考えられる.さらに，(:斬新

世には，それらの要素が分布域を東西に拡大している.

新第三紀の lド菊ト世前期から ~1:1 Wjにかけて円本および東アジアからは， 淡水生貝類化石の記録

が多くな っ てくる.九州には， 古第三紀とは違っ た佐世保~I=海生動物群が出現している . この

動物は， Suziki (1941)により佐世保層群からの Bαlissatrocera， Semisulcostil'a sp .， Corbiωla 
hizenensis， C. matusitai， C. nakayamanaおよび野島層群からの Bellamyakosa抑制 を構成種
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として定義された.しかし相浦層群と佐世保屑群までは Cuneotsisρseudobaゆouri，Corbiωla 
sp.， C. hizenensis， Batissa trocera， Semisulcostira sp.， Corbicula nakayamana， C. matusitaiの

7干重にたいして，野島j百群からは Bellamyakosasana， Larntrolulaηαr.gahamai， L. divmicala， 

L. nojimensis， Cuneotsisηαigaharnai， C.ρmearnbiguus， Letidodesarna jatonicurn， L. uejii， 

Lirnnoscatha matsuurensis， Paneysia sp.， Corbiωla sp.の12種と多様化している.このことか
ら，佐世保非海生動物群は，中新世前期の佐t出来ゴ|三海生動物群 Iと中菊nlt"l"期の佐世保非海生
動物群nに分けることが可能である.中菊「世前期には，島根県の宍道層群古浦!冒や三重県の鈴

鹿層群，岐阜県の可児層群惟子累屑，福島県と宮城県の県境の大沢層などから淡水生貝類化石

が知られ，九州から東北地方までいくつかの湖設が発達していたことがわかる.アジア大|笠に

は，アジア高原亜区からアムール一日本亜区にかけて淡水成の地層が知られ，共通属が多〈含

まれている.パイカル湖南部のタ ンホイ層 (TanhoiFormation)からは，Citangotaludina， 

Bellamya (= Sinotaia)， Tulotomoides， Baicalia， Lithoglythotsis， Liobaicalia， Margarit件ra，

Larnρrotula， Bai白linaia，Acuticosta， Pseudobathia?， Cuneoρsis， Lanceolaria， Nodulmia， 

Lirnnoscatha (Nittonihyria， Sinohyηotsisを含む)，Letidodesrna， Cristaria， An仰odω01η1/.似a，
S争;Ph加aenηt

の塔西河組 (Tax剖iheFormation)カかミら lはま，Lanceolaria， Acutic目osla，Psilunio， Anodonla， 

fかriotsis，Cristaria， Gymul:山 ，Radix， Bithynia， Valvata， Vivψαrus属に所属する12程が報告さ
れている(新彊維吾忽門治区域地層表編与組，1981).江蘇省北部の下草湾組 (Xiacaowan

Formation)からは，的niotsis，Pisidiurn， Cristaria， Sthae1切mが報告されている(賞，

1983) . このH寺J~l まで日本列島は， 古地磁気の研究により アジア大|箆の東端に位置し， 大陸の一

部であったことが明らかにされており，広義の意味では 1つの生物地理区をつく っていたと考

えられる.そして，現在の中国並区にのみ分布している属も東シベ リア亜区南部まで広〈分布

し，かつ中心分布:威も今より北に位置していたと言える.

日本列島は，中菊ト|止前期一中期(17-15Ma)にアジア大陸から分かれ始める.これを境に日

本列島の軟体動物群は大きな影響を受けたと推定される.列島化によ って，水系の分断や安定

した陸水が消失したと考えられるからである.しかし，九州|地域は，佐世保非海生動物群の絶

滅は，やや遅れ，中新世中期 (約14Ma)まで存続した.先に述べた野島層群の化石の産出から

である.

中潟沌卜後期には，現在のところ化石の証拠は乏しし 日本列島の淡水生員類相の発達は悪か

ったように見える.一方，アジア大陸には，引 き続き 中国並区に分布する属の繁栄がうかがえ

る.たとえば，中国内蒙古の通古匁組 (Tongg'erFormation)からLarnt1'otulamongolica， L. 

elegans， Sulcatula tungurensis， Cuneotsisゅocki，C. teilhardi，. C. sp.が報告されている

(Otuka， 1940， 1942 ; Leroy， 1940).江蘇省北部のil!!l洪組(SihongFormation)からは，Acuticos-

ta immu似la，A. cf. elongata， Cuneoρsis sturdzae， Psilunio sihongensis， Cuneotsis jiaηgseuen-

sisが報告されている (武 1983).現在の中国の中部平野地域に主分布域を持っている属lこ含ま

れる般がより 北の地域まで分布している.

中新世末期から鮮菊池ー前期にかけて西南日本では，第二瀬戸内沈降帯を中心に湖沼が発達し

た.九州から東海地域には，碩南層群，大阪!習群，古琵琶湖層群， 東海層群など非常に厚い非

海成層が見られる.東北日本には海が内陸に深〈入り込み，広い水域を有する湖沼は発達しな
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かった.そこで，西南日本を中心にこの時期の淡水生貝類について見ることにする.研究の進

んでいる古琵琶湖層群では， 伊賀 ~I三海生動物群 I としてまとめられている 14属23種の淡水生貝

類化石が知られている (Matsuoka，1987).構成属を見ると， 中国要素が最も多<，続いて現

在の日本列島からは絶滅した属が多い.また，熱帯系の属や西ヨーロ ッパに生息する属をも含

んでいる.第二瀬戸内沈降帯の湖沼は，中国大陸と同じ生物地理区に所属していたと考えられ

る.さらにこの時期まで，ユーラシア大陸の東西での|箆水生物のなんらかの交流があったと考

えられる.日本列島内でも古琵琶湖層群や東海層群の淡水生貝類化石には水系の連絡があった

ことを示す共通の種類も確認されている.碩南層群からカドパリタニシ属(Tulotomoides)が

発見されており，さらに西への水系の連絡を物語っている.

鮮新世後期には，古琵琶湖層群においては，蒲生非海生動物群が知られている.伊賀非海生

動物群に比べ，アムール一日本亜区と中国亜区にかけて広〈分布する東アジア要素や大陸要素

が増加するが，中国要素がまだ多くを占めている.この時期は，現在の中国の平野部と緊密な

生物地理的位置にあったことがわかる.中国大陸の淡水生貝化石は，雲南省の茨菅組(Chutsing

Formation)から Idioρoma，Tulotomoides， Igaραludina， Bithynia， Margaηla， Psilunio， 

Aηodoηta ?などが報告されており (Yen.1943)， 日本の古琵琶湖層群と共通属を含んでいる.

山西省の河;提組 (HeidiFormation)からは，有肺類を主体とする貝類群集が報告されている

(Yen， 1969).またジンガ/レ金地の独山子組(DushanziFormation)からは，Valvala， Vivitarus， 

的Idrobia，Bithynia， Limnaea， Gyraul附 ，Unio， }かげotsisが報告されている(新彊維吾忽自治

区域地層表編写組， 1981). 

鮮菊汁止の淡水生員類は，ユーラシア大|控の東西にわたって共通の属が広がっていた.ヒマラ

ヤ造山運動によ ってアジアの南部と北部とに障壁が生まれ，内陸部に乾燥地帯が生まれた.気

候も現在に近づいていった.これによ って東西の淡水生生物の交流が希薄なものとなり，分布

域は分断された.また，熱帯系種は北への侵出は困難になったと思われる.

更新世の古琵琶湖層群で、は，新しく堅田非海生動物群が出現する.構成種は，現生種が多く

なり，今の琵琶湖に見られる悶有種や固有種以外の種類も含まれている.更新世中期までは，

西南日本には中国要素も残存した.しかし，現在までに琵琶湖以外では絶滅した.中国大陸で

は，河南省の山門組 (SanmenFormation)からは，Solenaia， A nodoηta， Cη;staηia， Hyriotsis， 

Lゅidodesma，Nodu仰τ;a，Cuneotsis， Lamtrotula， Corbicula， Radixに所属する種類が報告さ

れ (Leroy，1940)，現在の中国亜区に繁栄している現生種が大半を占めるようになった.この

時期に中国大陸の淡水貝類相も成立したと言える.日本列島の淡水生貝類は，基本的には更新

世中期に成立したとみなせる.

更新世後期には，北方系の大陸系種が加わったと推定される.こうして，日本列島の淡水生

貝類相は形成され，淡水生物地理区アムール一日本亜区に属することになった.琵琶湖のよう

に，更新世から存続している水域では湖内や流下水系で極分化が進行している.

まとめ

これまでの日本の新生代の非海生軟体動物群は，始新世から中菊池前期の動物群と第四紀の

動物群の2つに分けられ， I~l新世後期と鮮新世の動物群は両者の移行段階を示すものと考えら

れていた (Suzuki，1949). 
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今回，東アジアの非海生軟体動物群の時空分布より， 日本列島における非海生軟体動物群は，

次の 6つの段階を経て現在に到達していると考えた.

①始新世の軟体動物群.

②漸新世の軟体動物群.

③中新世前期 中期の軟体動物群.

④中新世末期一鮮新世の軟体動物群.

⑤更新世前期一中期の軟体動物群.

⑥更新世後期の軟体動物群.
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